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2015 年 4 月、当該地区で無料塾を行うため事前調査のために、近隣の小中学校（稚内中央小学校、稚内
中学校）の校長への聞き取り、及び当該地区にある行政施設である「宝来地区活動拠点センター」の見
学と聞き取りを行った。この聞き取り調査には、ゼミ担当教員である T 氏と筆者、及び 2015 年度に
































塾に関わる教職ゼミ所属の学生 14 名中（4 年生：6 名、3 年生：3 名、2 年生：5 名、2015 年度当時）のうち 6 名
が奨学金とアルバイトのみで学費と生活費を工面していたことから、こうした活動を学生の学習やア
ルバイトに優先させることは不可能であった。 
結果的に、2015 年度はグングン塾（5 月末～10 月半ばの火曜日放課後に実施）などが開催されて
おらず、また学生も参加しやすい、夏休みの時期に試行的に開催することとなった。以下は、無料塾
の実施内容・結果である。 







 8 月 3 日（月） 8 月 5 日（水） 8 月 6 日（木） 8 月 7 日（金） 
参加児童数 2 名（小 5） 2 名（小 5） 17 名（小 3~5） 2 名（小 5） 










・9 月以降、学生の状況などを考慮しつつ、上記外部の方を「塾長」として、週 1 回程度の
頻度でできないか検討する予定。 
 
＊8 月 4 日（火）はまちラボ休館日のため実施せず。 
＊8 月 6 日（木）は、東地区の学童保育所からバスで参加のため多数。 
稚内北星学園大学 COC 推進委員会（2015 年 8 月 17 日）配布資料より抜粋。 
 
上記の通り、プレスリリースや学校への協力を依頼し広報を行ったが、学童保育からの参加があっ
た 8 月 6 日以外は、2 名の小学生のみの参加であった。学童保育からの参加も、本学教員が協力を要
請したものであった。必ずしも参加者が多かったわけではないが、2 名の参加者との関わりで以下の
ような気付きがあった。 








































た。2015 年度は（１）の週 1 回の定期開催を主要な活動として行った。 
実施体制として、塾長、副塾長をゼミ長、副ゼミ長が、顧問を前述の I 氏がそれぞれ務めることと
した。教員 2 名は正副の「学生指導責任者」とした。具体的には以下のようにした。 




(３)運営 ➀ 開始時点、具体的活動、終了時点のすすめ方を工夫して行う。 
     ② 子どもたちのまちラボ退出後、反省会を行いその内容を記録する。 
     ③ 講師予定(毎週２名)を「まちラボカレンダー」に掲載する。 
     ④ 講師送迎は、学生指導責任者が行う。 
(４)その他 
・今年度活動(今年 11 月～来年３月)を通じて、次年度からの活動計画を作成する。 
・本活動の推進で生まれた課題は、まず COC 地域教育支援室で検討する。 







2015 年 11 月 10 日から 2016 年 3 月 29 日までの全 14 回の無料塾には、延べ約 60 人の子どもが参
学習支援活動における学生の学び 
―稚内北星学園大学「数学教員養成ゼミ」での活動を手がかりに― 



































名が管理していたが、2015 年度途中からパート 1 名が雇用され、計 2 名のみで管理することになっ
た。それでも 2 名のみでは限界があり、火・日曜の定休日に加え、祝日も休みになっていることが多
い。本来はなるべく長時間開けている必要があるという認識で、開館時間が必ずしも多くないことが
































ことが決定された。本支援事業は 2015 年、2016 年にそれぞれ夏と冬に開催されており、2016 年 1
月現在で 4 回実施している。本稿では 2015 年度における内容をもとに整理するが、日程やイベント
等を除いて、これまでの 4 回の実施に関して大きな変化はない。 













２ 主 催 
豊富町教育委員会 
３ 期 日 
平成２７年８月１２日（水）～１４日（金） 

















  8 月 12 日 8 月 13 日 8 月 14 日 
10:00 オリエンテーション オリエンテーション オリエンテーション 
10:10 小学生ﾁｬﾚﾝｼﾞ教室 小学生ﾁｬﾚﾝｼﾞ教室 小学生ﾁｬﾚﾝｼﾞ教室 
10:55 休憩（15 分） 休憩（15 分） 休憩（15 分） 
11:00 小学生ﾁｬﾚﾝｼﾞ教室 小学生ﾁｬﾚﾝｼﾞ教室 小学生ﾁｬﾚﾝｼﾞ教室 
11:55 昼食 昼食 昼食 
13:10 中学生ﾁｬﾚﾝｼﾞ教室 中学生ﾁｬﾚﾝｼﾞ教室 中学生ﾁｬﾚﾝｼﾞ教室 
14:00 休憩（10 分） 休憩（10 分） 休憩（10 分） 
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表1 豊富町「学び」の教室 ―サマーチャレンジ スケジュール 
 
（2）子どもへの対応 
第 1 回目に特に参加の多かった小学 5 年生はいわゆる「学力」の高い層であり、夏休みの宿題を全
て終わらせていた児童が多かった。そうした児童生徒のための教材を事前に用意していたのだが、用
意した問題がすべて「簡単すぎる」と言われ教材がすぐに尽きてしまった。そのため、2 日目以降の












なった。この時点で、3 年の継続を目指す（夏冬 2 回ずつ、計 6 回）ことが確認された。ウインター
チャレンジも同様に、小中学生や地域の方との交流の場を設けていただいた。ただ冬は暗くなるのが





































































                                                  
1 文部科学省web サイト「地（知）の拠点整備事業（大学 COC 事業）」（http://www.mext.go.jp/a_





ンターネット通話サービス Skype を利用した遠隔学習支援。 
4 「稚内北星学園大学第 4 回 COC 地域活動報告会」（2016 年 1 月 26 日）における学生の発表より。
下記注 5 も参照のこと。 
5 関係者、地域住民、本学学生・教職員に対し、COC 事業の報告・議論を行う場として、年 2 回開催
されている。この会自体も COC 事業の一環である。 
6 2015 年度の後期のゼミで、下野新聞 子どもの希望取材班『貧困の中の子ども 希望って何ですか』
（ポプラ新書、2015 年 3 月）を扱った。 
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Student’s learning in study support 
―From the activities of “Mathematics teacher training seminar” in Wakkanai Hokusei Gakuen University― 
 
● 英文要約 
The purpose of this paper is organizing activities of “Mathematics teacher training seminar” in 
Wakkanai Hokusei Gakuen University. Through learning support activities, students learn about 
experiences of finding tasks of their leadership skills, community / child understanding, and collaboration 
with colleagues (seminar of friends). Economic and temporal considerations are necessary for students 
who can not afford economically. It is necessary to build cooperative relationships with local governments 
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